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外
国
の
貴
賓
が
傍
聴
の
際
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た
例

第
十
九
回
国
会
外
務
委
員
会
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
三
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
佐
藤
尚
武
君
は
「
御
紹
介
申
し
上

げ
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
会
議
長
の
サ
ル
ト
ノ
議
長
が
こ
こ
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
た

ち
ょ
っ
と
お
立
ち
に
な
り
ま
し
て
敬
意
を
表
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
告
げ
、
委
員
は
起
立
し
て
拍
手
し
、

歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

四
一
九　

感
謝
決
議
を
行
っ
た
例

第
一
回
国
会
図
書
館
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
羽
仁
五
郎
君
は
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
チ
ャ
ー
ル
ス
・
Ｂ
・
フ
ァ
ー
ス
君
か
ら
の
国
会
図
書
館
に
対
す
る
ザ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ



三
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八

カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
レ
ヴ
ュ
ー
の
寄
贈
に
対
し
、
礼
状
を
発
送
す
る
こ
と
を
発
議
し
、
書
簡
文
案
を
朗
読
し
た
と

こ
ろ
、
委
員
会
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。

第
十
六
回
国
会
中
共
地
域
か
ら
の
帰
還
者
援
護
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
、

中
共
地
域
か
ら
の
帰
還
者
に
対
す
る
帰
還
事
務
及
び
生
活
援
護
等
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
日
本
人
戦
犯
者
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
お
け
る
実
情
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
教
誨
師
）
加
賀
尾
秀
忍
君

か
ら
説
明
を
聴
い
た
後
、
委
員
山
下
義
信
君
は
、
同
君
の
日
本
人
戦
犯
の
慰
問
及
び
釈
放
に
つ
い
て
の
努
力
に
対
し
、

感
謝
決
議
を
行
う
こ
と
の
動
議
を
提
出
し
、
そ
の
案
文
を
朗
読
し
た
と
こ
ろ
、
委
員
会
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。

な
お
、
同
参
考
人
は
本
決
議
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

第
二
十
四
回
国
会
社
会
労
働
委
員
会
（
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
日
）
に
お
い
て
、
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
調
査
の
う

ち
児
童
福
祉
事
業
、
親
探
し
運
動
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
朝
日
新
聞
社
会
長
代
理
・
東
京
本
社

編
集
局
次
長
）
長
谷
川
健
一
君
外
四
名
か
ら
親
探
し
運
動
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
を
聴
き
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
委

員
山
下
義
信
君
は
、
朝
日
新
聞
社
の
親
探
し
運
動
に
対
し
感
謝
決
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
決
議
案
文
の
作
成
は
委
員

長
に
一
任
す
る
こ
と
の
動
議
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
委
員
会
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。
委
員
長
重
盛
壽
治
君
は
、
決
議

案
文
を
朗
読
し
、
委
員
会
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。

な
お
、
参
考
人
（
朝
日
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
理
事
長
）
加
藤
祗
文
君
は
、
本
決
議
に
対
し
朝
日
新
聞
社
を
代
表
し



三
九
九

第
二
十
章　

儀
礼　
　

（
四
二
〇
）

て
謝
辞
を
述
べ
た
。

参
照　

一
六
七
号

四
二
〇　

委
員
の
逝
去
に
つ
き
委
員
会
に
お
い
て
弔
意
を
表
し
た
例

第
五
十
五
回
国
会
内
閣
委
員
会
（
昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
、
委
員
松
本
治
一
郎
君
逝
去
に
つ
き
、

委
員
長
豊
田
雅
孝
君
は
「
議
事
に
先
立
ち
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。
本
委
員
会
委
員
、
松
本
治
一
郎
君
は
、
昨
年
十

一
月
二
十
二
日
逝
去
い
た
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
哀
悼
痛
惜
に
た
え
ま
せ
ん
。
同
君
は
、
本
院
初
代
の
副
議
長
と

し
て
そ
の
職
責
を
つ
と
め
ら
れ
、
ま
た
、
長
く
本
委
員
会
委
員
と
し
て
そ
の
職
責
を
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
委
員
諸
君
と
と
も
に
つ
つ
し
ん
で
黙
禱
を
さ
さ
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
て
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
起
立
を
願
い
ま
す
。
黙
禱
を
願
い
ま
す
。」
と
告
げ
、
委
員
は
起
立
し
て
黙
禱
し
、

弔
意
を
表
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
多
い
。

な
お
、
委
員
が
逝
去
し
た
と
き
は
、
委
員
長
は
、
委
員
会
を
代
表
し
て
、
喪
主
宛
て
に
弔
電
を
発
送
す
る
と
と
も
に
、

霊
前
に
供
花
す
る
の
を
例
と
す
る
。
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〇
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四
二
一　

災
害
の
犠
牲
者
に
対
し
委
員
会
に
お
い
て
哀
悼
の
意
を
表
し
た
例

風
水
害
、
炭
鉱
の
爆
発
、
鉄
道
又
は
航
空
機
の
事
故
等
に
よ
る
犠
牲
者
に
対
し
、
委
員
会
に
お
い
て
哀
悼
の
意
を
表
し

た
次
の
よ
う
な
例
が
少
な
く
な
い
。

第
四
十
四
回
国
会
閉
会
後
の
社
会
労
働
委
員
会
（
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
四
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
鈴
木
強
君

は
「
議
事
に
先
立
ち
、
今
次
三
井
三
池
の
鉱
業
所
に
お
け
る
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
と
う
と
い
命
を
失
わ
れ
ま
し
た

四
百
五
十
一
名
の
犠
牲
者
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
、
国
鉄
鶴
見
事
故
に
よ
っ
て
同
様
と
う
と
い
命
を
な
く
さ
れ
ま

し
た
百
六
十
一
名
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て
黙
禱
を
さ
さ
げ
、
こ
れ
よ
り
御
冥
福
を
祈
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
ひ
と
つ
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
黙
禱
。」
と
告
げ
、
委
員
は
起
立
し
て
黙

禱
し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

四
二
二　

外
国
の
大
統
領
の
逝
去
に
つ
き
委
員
会
に
お
い
て
弔
意
を
表
し
た
例

第
四
十
四
回
国
会
閉
会
後
の
外
務
委
員
会
（
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
代
理
理
事
井
上

清
一
君
は
「
委
員
諸
君
す
で
に
御
承
知
の
ご
と
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
は
、
去
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る
十
一
月
二
十
三
日
凶
弾
に
倒
れ
逝
去
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
哀
悼
の
至
り
に
た
え
ま
せ
ん
。
本
委
員
会
と
い

た
し
ま
し
て
、
こ
の
際
、
議
事
に
入
る
に
先
立
ち
ま
し
て
、
同
氏
の
霊
に
対
し
、
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。」
と
述
べ
、
弔
意
を
表
し
た
。

第
七
十
二
回
国
会
外
務
委
員
会
（
昭
和
四
十
九
年
四
月
四
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
伊
藤
五
郎
君
は
「
委
員
諸
君
す
で

に
御
承
知
の
ご
と
く
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
氏
は
、
昨
三
日
午
前
五
時
逝
去
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
哀
悼
の
至
り
に
た
え
ま
せ
ん
。
本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
際
、
議
事
に
入
る
に
先

立
ち
ま
し
て
、
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
述
べ
、
弔
意
を
表
し
た
。




